



































































































































廿九日、壬戌、天陰、入夜雨降、良辰徒暮、依難黙止、黄昏参殷富門院 与大輔清談、漸及亥時、無人寂寞、欲退出之間、忽門前有松明之光、有参入之人、内外相驚、権中将参入、被語云、已欲付寝之間、庭前之木葉忽落、聞嵐音 遂不能寝、忽出騎馬所 也、存人不可候由 間 見件車感涙相催之由女房感悦、更又掌燈 連歌、和歌等、
新中納言
尾張等相加、




















































させたと考えられる。つまり中納言は、父通家 没後、兄と共に祖父に引き取られ、少なくとも嘉応二年以前には亮子内親王に仕えていたことになる。また中納言は先ほど触れ ように定能の妻となっ るが、定能女に、 「殷富門院六条局」という人物がいる。その母は不明だが、出仕先が同じことを考えると 中納言であったかもしれない。
　以上、これまで混同されてきた中納言と新中納言の区別を明確


























































から、 『千載集』 奏覧の文治四年の間のことであろう。 『千



































































































































































































































































に如何なる関係があるのか、ま 女院御所文化 占める閑院流の存在の大きさ等、いくつか課題も生じたが、これらは今後それぞれの御所 文化的諸相を具体的に考察することで明らかにし いきたい。
　亮子内親王御所は、後白河院とその近臣、そして閑院流らを後
見に、 才ある女房たちに支えられ、 風雅 場 して機能していた。こうした華やかな環境 長らく身を置き、そ 中心として活躍したことは、大輔が幅広い交友関係を築くこ に影響したであろうし、歌壇での地位を確固たるも とするひとつの要因となった考えられる。注（１） 　保坂都「殷富門院大輔の伝記と歌」 （ 『学苑』二二六 　一九五九年
一月） 。
（２） 　森本元子『私家集の研究』 （明治書院 　一九六六年）第六章「小
侍従・大輔・讃岐とその家集」 、 『殷富門院大輔集全釈』 （風間書房 　一九九三年） 。
（３） 　平間千秋「殷富門院大輔の和歌活動について─後半期を中心に
─」 （ 『古典論叢』一五 　一九八五年六月） 。
（４） 　久保田淳「殷富門院大輔の南都巡礼 について─南都巡礼記の
『后宮』に関連して─」 （ 『中世和歌史の研究』明治書院 　一九九三年） 。
（５） 　村尾誠一「殷富門院大輔の南都巡礼歌をめぐって」 （ 『東京外国語
大学論集』五八 　一九九九年三月） 。
（６） 　『静嘉堂文庫所蔵歌学資料集成』 （マイクロフィルム） 拠る。（７） 　早稲田大学蔵『作者部類』における該当箇所は、 「殷富門院新
中大イ
納言」となっている。 『作者部類』に関しては、スピアーズ・スコット「 『勅撰作者部類』の諸問題─その改編を中心に」 （ 『和歌文学研究』九五 　二〇〇七年十二月）参照。
（８） 　注 ２ の森本著書『殷富門院大輔集全釈』 、森本元子『二条院讃
岐とその周辺』 （笠間書院 　一九八四年）第二章「二条院代十年を中心とする歌壇と女房歌人たち」 。
（９） 　吉川隆美「建春門院を囲む女房たち」 （ 『島大国文 二 　一九七三
年七月） 。
（
10） 　岡村満里子「後鳥羽院宮内卿周辺」 （ 『国文』五八 　一九八三年一月） 。
（
11） 　『たまきはる』の引用は、 「岩波新日本古典文学大系」 拠る。
（




14） 　『玉葉』建久五年（一一九五）三月十日条に「中宮女房宰相局〈故信頼卿女、母箏仙安芸也〉於簾中弾箏」とある。 （ 『玉葉』の引用は、国書刊行会版に拠る。 ）
（
15） 　亮子内親王の内裏入御の記事は、寿永元年（一一八二）十月十三日（ 『玉葉』 、 『吉記』 ） 、寿永二年（一一八三）二月十七日（ 『吉記 ） 、
〔　　〕23
元暦元年（一一八四）七月二日（ 『玉葉』 、 『山槐記』 ） 、同月二十六日（ 『参議定長卿記』 ）などに見える。
（
16） 　乙本には彰考館本、群書類従本、北岡文庫蔵幽斎奥書本などがあり、甲本には佐野切と呼ばれる伝寂蓮筆巻子本があるのみ。 （萩谷朴『平安朝歌合大成』参照。 ）
（
17） 　宇津木言行「西行伝再考─「菩提院前斎宮」と初度西国の旅─」（ 『和歌文学研究』九六 　二〇〇八年六月） 。
（
18） 　久保田淳『草庵と旅路 歌う 　西行』 （新典社 　一九九六年） 。
（
19） 　『山家心中集』の引用は久保田淳編『西行全集』 （日本古典文学会内 　貴重本刊行会 　一九九〇年）に拠る。 部私に表記を改めた。
（
20） 　千草聡「平経正と歌林苑の関係─『経正集』所載歌の数首の検討から─」 （ 『文芸言語研究（文芸編 』二七 　九九五年三月）
（
21） 　『源平盛衰記』巻第十五「宮御子達」 「又殷富門女院ノ御所ニ治部卿局ト申女房ノ腹ニ、若宮・姫宮マシ〳〵ケリ」 （本文は、黒田彰・松尾葦江『中世の 学 　源平盛衰記㈢』 （三弥井書店 　一九九四年）に拠る）とある。
（
22） 　『鎌倉遺文』 三巻一六四〇、 福井県編 『福井県史 通史編２』 一九九四年） 。
（
23） 　中村文「西行と女房たち─上西門院御所を中心に─」 （ 『国文学』三九‐八 　一九九四年七月） 、渡邉裕美子「西行と女房たち」 （ 『解釈と鑑賞』六五‐三 　二〇〇年三月） 。
（
24） 　犬井善寿「高松院・高松宮・双林寺宮─『山家集』所載贈答歌一対存疑（上） ・補訂」 （ 『文芸言語研究（文芸篇） 』十二 　一九八七年九月） 、注 （
12） の中村著書 　第七章「源有房」 、渡邉裕美子「鳥羽院
皇女 「高松宮」 について」 （ 『明月記研究』 十一 　二〇〇七年十二月） 。
（
25） 　注 （













る、と本書は説く。著者は日本語の原点である万葉集から恋歌を取り上げ、 「集団の歌と個人の歌」 、 「皇子、皇女たちの恋」 、「玉梓の使」などのテーマをめぐって、具体例を挙げながら詳しく説明した さらに、 「恋の主題化」 「ミヤビと神仙思想」で恋歌の変化に迫り、 最後に 「 の表現」についての分析で本書を結んでいる。表現、万葉人たちの生活や信仰、或い 時
代の仕組みを通して、恋歌の本質を捉え、それを和歌史の上に位置づけてみせた。時代を代表する研究者の優れた感性が認められる一冊である。日本画家佐藤平八の手による明日香や天平の美人像と恋歌との競演も本書の見どころ、読みどころである。（二〇一〇年二月 　新典社 　四六判 　二〇七頁 　税込一四七〇円）

〔李 　満紅〕
